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戦
前
の
一
大
流
行
と
戦
後
の
復
興

ハ
イ
キ
ン
グ
と
は
、
一
般
に
「
徒
歩
旅
行
を
す
る
こ

と
。
自
然
に
親
し
む
た
め
山
野
な
ど
を
歩
く
こ
と
」

（
広
辞
苑
）
と
さ
れ
て
い
る
。
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀

初
め
に
か
け
て
、
急
速
に
発
展
を
遂
げ
る
工
業
文
明

へ
の
警
鐘
と
し
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
健
康
維
持
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

日
本
で
も
、
昭
和
の
初
め
に
、
都
市
近
郊
の
山
々

を
歩
く
こ
と
が
体
力
増
強
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

か
ら
庶
民
の
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
大
流
行
す
る
。
保
健
・

体
育
活
動
を
推
進
す
る
国
の
政
策
と
も
一
致
し
、
都

市
近
郊
に
路
線
を
延
ば
す
民
鉄
各
社
は
、
ハ
イ
キ
ン

グ
の
誘
致
を
盛
ん
に
行
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
昭
和
7
年
に
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
紹
介
す
る
月
刊
誌
『
ハ
イ
キ
ン
グ
』
が
創
刊
さ
れ

て
い
る
。
現
在
、
創
刊
60
年
を
迎
え
る
『
新
ハ
イ
キ

ン
グ
』
誌
の
前
身
だ
。

「
当
時
は
、
経
済
的
に
も
時
間
的
に
も
比
較
的
に
余

裕
の
あ
る
人
々
が
中
心
だ
っ
た
と
思
う
。
自
然
や
里

山
で
の
人
と
の
ふ
れ
合
い
を
大
事
に
し
た
い
と
、
ア
ル

ピ
ニ
ズ
ム
で
は
な
い
ハ
イ
キ
ン
グ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を

育
て
て
い
っ
た
」
と
、
新
ハ
イ
キ
ン
グ
社
の
鮫
島
員
義

社
長
は
語
る
。

ハ
イ
キ
ン
グ
誌
小
史
に
は
、「
創
刊
当
初
は
、
ま
だ

『
ハ
イ
キ
ン
グ
』
と
い
う
言
葉
が
一
般
的
で
は
な
く
、

定
着
を
図
っ
て
あ
え
て
こ
の
名
称
に
し
た
」
と
い
う

旨
の
く
だ
り
が
あ
る
が
、
創
刊
の
わ
ず
か
３
年
後
の

昭
和
10
年
に
は
「
ハ
イ
キ
ン
グ
の
唄
」（
島
木
芳
文
作

詞
・
古
賀
政
男
作
曲
）
が
ヒ
ッ
ト
し
、
新
聞
社
と
鉄

道
局
の
共
催
な
ど
に
よ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
が
人
気
を
博

し
た
。
こ
の
年
の
流
行
語
は
「
ハ
イ
キ
ン
グ
」
だ
っ
た

と
い
う
。
こ
の
浸
透
の
速
さ
か
ら
も
、
当
時
い
か
に
ハ

イ
キ
ン
グ
が
人
々
を
引
き
付
け
た
か
が
う
か
が
え
る
。

昭
和
13
年
に
は
ハ
イ
キ
ン
グ
誌
の
執
筆
陣
が
ハ
イ

キ
ン
グ
・
ペ
ン
・
ク
ラ
ブ
を
組
織
し
、
雑
誌
以
外
の
ハ

イ
キ
ン
グ
関
連
書
籍
も
刊
行
し
た
。
し
か
し
、
太
平

洋
戦
争
に
よ
る
国
内
の
緊
張
に
よ
っ
て
ブ
ー
ム
は
影

を
潜
め
、
ハ
イ
キ
ン
グ
誌
も
昭
和
18
年
に
休
刊
す
る
。

そ
し
て
終
戦
―
―
。

「
戦
後
の
混
乱
の
中
、
ハ
イ
キ
ン
グ
仲
間
へ
の
呼
び

か
け
を
兼
ね
て
、
み
ん
な
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
復
興
し
て

い
こ
う
と
、
当
社
の
前
社
長
が
新
聞
に
ハ
イ
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ
の
会
員
募
集
広
告
を
出
し
た
」
と
鮫
島
社
長
。

会
員
募
集
の
新
聞
広
告
に
寄
せ
ら
れ
た
問
い
合
わ

せ
ハ
ガ
キ
は
、
１
０
０
０
枚
以
上
。
た
ち
ま
ち

２
０
０
名
以
上
の
会
員
が
集
ま
り
、
登
山
や
ハ
イ
キ

ン
グ
な
ど
の
活
動
を
再
開
、
会
報
を
発
行
し
た
。
や

が
て
、
新
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
の
雑
誌
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
機
運
が
持
ち
上
が
り
、
昭
和
25
年
４
月
に
隔
月
刊

の
『
新
ハ
イ
キ
ン
グ
』
誌
が
創
刊
す
る
。

「
鉄
道
が
移
動
手
段
の
時
代
。
ハ
イ
キ
ン
グ
の
振
興

は
、
鉄
道
会
社
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
、
民
鉄
各

社
に
広
告
出
稿
を
依
頼
し
て
創
刊
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

創
刊
号
は
４
０
０
０
部
と
当
時
と
し
て
は
多
い
刷
り

部
数
だ
っ
た
」

創
刊
号
に
は
、
東
武
・
東
急
・
西
武
・
京
王
・
京

急
・
小
田
急
・
秩
父
鉄
道
の
７
社
の
広
告
が
掲
載
さ

れ
た
と
い
う
。

〝
合
ハ
イ
〞
そ
し
て
中
高
年
の
楽
し
み
へ

　
そ
し
て
昭
和
31
年
、
８
１
６
３
ｍ
の
未
踏
峰
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
・
マ
ナ
ス
ル
に
日
本
人
が
初
登
頂
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
ハ
イ
キ
ン
グ
ブ
ー
ム
は
再
燃
、
若
い
世
代

を
中
心
に
大
流
行
す
る
。

「
土
曜
に
な
る
と
、
若
い
人
た
ち
が
お
昼
に
仕
事
を
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終
え
、
電
車
に
乗
っ
て
山
に
行
く
時
代
。『
夏
の
思
い

出
』
と
い
う
歌
の
『
夏
が
く
れ
ば
思
い
出
す
遥
か
な

尾
瀬
、
遠
い
空
…
』
の
歌
詞
と
と
も
に
尾
瀬
へ
の
憧

れ
が
広
ま
り
、
東
武
鉄
道
主
催
、
新
ハ
イ
キ
ン
グ
社

協
賛
の
尾
瀬
夜
行
バ
ス
が
毎
週
末
、
幾
台
も
連
な
っ

て
出
発
し
て
い
た
の
も
こ
の
頃
だ
っ
た
」
と
鮫
島
社

長
は
言
う
。

中
で
も
若
い
男
女
が
大
人
数
で
一
緒
に
行
く
合
同

ハ
イ
キ
ン
グ
、
略
し
て
「
合
ハ
イ
」
は
大
人
気
だ
っ

た
。
新
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
も
、
当
時
、
会
員
同

士
で
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
が
何
組
も
い
る
そ
う
だ
。

新
ハ
イ
キ
ン
グ
誌
を
発
行
す
る
新
ハ
イ
キ
ン
グ
社

と
一
体
運
営
す
る
新
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
昭
和
32
年
か
ら
各
所
に
支
部

を
創
設
、
3
年
間
で
13
支
部
が
立
ち
上
が
っ
た
。
新

ハ
イ
キ
ン
グ
誌
も
、
昭
和
36
年
に
隔
月
刊
か
ら
月
刊

に
な
っ
て
い
る
。

「
山
が
中
高
年
の
楽
し
み
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
そ
の
世
代
が
継
続
し
て
山
を
楽
し
み
続
け
、

年
代
的
に
持
ち
上
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
一
番
の
理

由
」
だ
と
鮫
島
社
長
は
分
析
す
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
60
年
代
に
入
る
と
、
当
初
は
登
山

愛
好
家
の
間
で
親
し
ま
れ
て
い
た
深
田
久
弥
著
『
日

本
百
名
山
』（
新
潮
社
）
が
登
山
経
験
の
な
い
中
高
年

に
も
広
が
り
、
中
高
年
の
登
山
人
口
を
一
気
に
増
加

さ
せ
た
。
以
来
こ
の
20
年
あ
ま
り
、
多
少
の
減
少
は

あ
る
も
の
の
、
中
高
年
の
間
で
ハ
イ
キ
ン
グ
ブ
ー
ム
が

続
い
て
い
る
。

若
年
層
も
増
加
し
、
新
た
な
時
代
へ

中
高
年
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
ブ
ー
ム
の
背
景
に

は
、
登
山
用
品
の
軽
量
化
や
高
速
道
路
の
発
達
で
よ
り

簡
便
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
理
由
と
い
う
説
も

あ
る
。
マ
イ
カ
ー
で
の
日
帰
り
登
山
客
も
増
え
た
。

「
か
つ
て
は
電
車
で
現
地
に
入
っ
て
泊
ま
っ
て
、
夕

方
の
山
、
朝
の
山
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
ス
タ
イ
ル
が

好
ま
れ
て
い
た
。
今
は
車
で
乗
り
付
け
て
車
中
で
仮

眠
し
、
登
っ
て
下
り
て
車
で
帰
る
人
も
多
い
」

本
来
は
計
画
を
立
て
、
電
車
に
乗
り
、
山
に
登
っ

て
下
り
、
仲
間
と
一
緒
に
温
泉
に
つ
か
っ
て
家
に
帰

る
。
山
行
を
記
録
し
、〝
次
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
〞
と

思
い
を
馳
せ
る
。
そ
の
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
が
ハ
イ
キ

ン
グ
の
醍
醐
味
だ
と
、
鮫
島
社
長
は
語
る
。

ま
た
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ

リ
ー
ン
・
ガ
イ
ド
で
評
価
さ
れ
た
高
尾
山
や
富
士
山
、

あ
る
い
は
百
名
山
な
ど
、
特
定
の
場
所
に
人
が
集
中

す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
鮫
島
社
長
は
「
山
に
は
そ
れ

ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
同
じ
山
で
も
季
節
に
よ
っ
て
表

情
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
。
自
分
の
好
き
な
山
を
探
し

て
み
る
の
も
い
い
の
で
は
」
と
話
し
て
い
る
。

平
成
22
年
度
版
「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
」
に
よ
る
と
、

21
年
の
登
山
人
口
（
軽
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
含
む
）

は
推
計
１
２
３
０
万
人
。
前
年
の
２
・
１
倍
に
急
増
し

て
い
る
。
中
高
年
の
ほ
か
に
、
若
者
の
姿
も
多
く
見

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高

い
登
山
服
に
身
を
包
ん
だ
若
い
女
性
〝
山
ガ
ー
ル
〞

の
存
在
も
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
は
人
々
が
物
で
は
な
い
、
時
間
や
自
然
、

文
化
、
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
に
豊
か
さ
を
求
め
る
時

代
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
自
然
志
向
、
本
物
志
向

が
山
と
重
な
る
」
と
鮫
島
社
長
は
考
え
て
い
る
。

「
ハ
イ
キ
ン
グ
は
前
を
向
い
て
登
り
道
を
歩
く
か

ら
、
視
線
が
前
向
き
上
向
き
に
な
り
心
身
と
も
に
健

康
に
な
る
。
元
気
の
な
い
時
代
に
こ
そ
、
ハ
イ
キ
ン
グ

を
推
進
す
べ
き
だ
と
思
う
。
仲
間
と
歩
き
、
共
に
汗

を
流
し
て
、
真
の
同
志
と
な
る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
の
魅

力
は
、
今
も
昔
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
変
わ
ら
な
い
」


